
 

【参考資料①】 

■第９期計画の成果指標と進捗状況 

 

５つの基本方針別に指標の動向を整理しました。 

 
（基本方針１）健康づくりと介護予防の推進  
・「脳卒中予防の健康教室」の参加者や「地域健康教育事業」の参加者数、「食生活改善推進員地区普及活動」

の実施回数が目標を大きく超えました。また、「地域健康づくり展」や「糖尿病予防教室（Ｒ７以降は生活
習慣病予防教室として開催）」、「難病等療養相談会」、「心の健康づくりに関する講演会」への参加者も目標
を達成しています。 

・他方で、「食生活改善推進員地区普及活動」の参加者や、「地区・校区スポーツ教室開催事業」の開催団体数、
「スマイル元気セミナー」の受講者数、「口腔ケアサービス」の利用者数には伸び悩みがみられます 

・検診等の受診率については、各種がん検診において、目標を達成または９割を超え、順調に進捗しています。
肝炎ウイルス検診や骨粗しょう症検診なども８割台と概ね堅調に推移しています。 

・人材育成面での指標をみると、「メンタルヘルスサポーター数」「介護予防運動指導者登録数」「介護予防推
進リーダー数」などは概ね６割から７割台の進捗で推移しています。 

 
（基本方針２）生きがいづくりと社会参加の推進 
・「高齢者向けスマホセミナー」においては、開催回数・参加者数ともに目標を大きく超えました。 
・「富山市シルバー人材センター」については、派遣事業受注者数が目標を大きく超えているほか、会員数や
受託事業・独自事業受注件数においても９割を超えて、進捗しています。 

・地域の単位老人クラブの数や会員数、加入率等については、概ね８割から９割で進捗しているが、減少傾向
となっています。 

・「いきいきクラブ」での延ボランティア数は約９割と堅調ですが、延配食数は約７割の進捗に留まっていま
す。 

・「おでかけ定期券利用申込者数」については約８割と堅調ですが、「高山本線シニアおでかけきっぷ」の利用
回数の進捗は約２割と伸び悩みがみられます。 

 
（基本方針３）地域における自立した日常生活を支援する体制の整備 
・「認知症高齢者見守りネットワーク協力団体数」や「徘徊 SOS 緊急ダイヤル協力登録団体数」の登録は８〜
９割台の進捗を見せており、地域での見守り体制は堅調に推移しています。 

・研修や啓発活動に関する指標では、「地域包括支援センターの機能強化（地域説明会）」が９割の進捗に達し
ました。さらに、「医療・介護資源のまちなか総合ケアセンターホームページでの掲載」の閲覧数や「医療
関係者を対象とした研修会」、「市民向け講演会（まちなか総合ケアセンター開催）」の参加者数は目標を上
回る進捗を見せています。 

・他方で、「在宅医療・介護サービスの提供体制の構築」における「往診代行件数」や「在宅医療体験実習参
加数」の進捗は１割台と伸び悩みがみられます。 

 
（基本方針４）コンパクトで潤いと安らぎのある魅力的なまちづくり 
・まちづくりの面では、「まちなか居住の推進（公共交通が便利な地域に居住する人口の割合）」はほぼ目標通

りに進捗しています。また、「おでかけ定期券利用申込者数」も８割の進捗と堅調です。一方で「道路の整
備」関係は遅れ気味となっています。 

・「交通安全教室開催回数」や「交通安全アドバイザー数」は９割以上の進捗を見せ、「高齢者事故件数」も低
く抑えられているなど、交通安全対策は概ね堅調に推移しています。防災面では、「自主防災組織」の組織
率が目標を上回ったほか、「住宅用火災警報器設置率」が９割を超える等、防災への意識の高まりが見られ
ますが、「ひとり暮らし高齢者家庭の防火訪問」の実施件数については５割台と伸び悩んでいます。 

 
（基本方針５）介護保険事業における保険者機能の強化 
・「富山型デイサービス、共生型サービス指定事業所数」や「介護相談員派遣事業所数」は約８割の進捗とな
っています。「介護保険料徴収率」や「認定調査票点検実施率」などの適正化に関する指標は目標通りまた
はそれを上回って推移しています。 












